
JP 5324048 B2 2013.10.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一種の建築板であって、その特徴は、該建築板の基材は、木質セメント板であり、該基材
の表面には塗装が施されており、該塗装の表面に、抗菌性複合体を含み、コロイダルシリ
カを主成分とする塗膜が形成されており、樹脂を主成分とする塗料等は使用せず、該コロ
イダルシリカ表面の微細凹凸に該抗菌性複合体が定着していて、該抗菌性複合体は、藻、
カビの発生を抑制する機能を有している。
 
【請求項２】
一種の面建築板の製造方法であって、その特徴は、第１の工程は、水とアルコールとから
なる混合溶媒に界面活性剤を添加し、コロイダルシリカを分散させ樹脂を主成分とする塗
料等は使用していない第１の処理液を調製し、第２の工程は、該第１の工程によって得ら
れた第１の処理液に、抗菌性複合体を添加して第２の処理液を調製し、第３の工程は、第
２の工程によって得られた第２の処理液を予め塗装が施された建築板表面に塗布し、第４
の工程は該第３の工程によって得られた建築板を乾燥して表面補幕を形成する。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、防藻、防カビ性の機能を有する建築板に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来より、住宅など建築物の外壁部に使用される外壁材の表面には塗装が施され、風雨、
光や熱から住人を保護しているが、経年によって外壁材表面に変退色、チョーキング、汚
れ、生物汚染などの劣化・不具合現象を生じることは避けられない。一方近年では、塗料
の耐候性能力がかなり向上されてきており、変退色、チョーキングの不具合よりも、むし
ろ、藻、カビによる生物汚染が美観を損ねさせる事が、大きな問題になってきている。か
かる生物汚染は、外壁材の全面に発生するわけではなく、日が当たらず温湿度が高く、じ
めじめした藻類・カビ類の生育環境に適した、ごく一部の箇所（北面が多い）に繁殖する
場合が多い。　
【０００３】
　これまでは、外壁材の一部に発生した生物汚染は、大掛かりな塗替えを行うか、洗浄で
対応せざるをえなかった。具体的に生物汚染された箇所を洗浄する際は、生物汚染の再発
を遅らせるために、防藻剤あるいは防カビ剤の希釈液を噴霧していたが、この薬剤の保持
性は一時的なもので、雨で洗い流された後は、防藻・防カビ効果も期待できなかった。ま
た、藻やカビの種類は、数百種類にのぼり、住宅に発生する種類だけでも２０～３０種類
あるため、すべてに効果のある薬剤はなく、対応は多種類の薬剤でするので不経済であっ
た。更に、外壁材は、ほこりや風雨や紫外線の影響を受け、表面が汚れ、この汚れの付着
物が藻やカビの発生の原因となっていた。
【０００４】
ところで、防藻効果を付与する方法としては防藻剤を塗料中に配合する方法（例えば、特
許文献１）があり、外壁材に防汚機能を付与する方法としては、塗料中に親水化させる目
的で、シリカ微粒子を光触媒として酸化チタンを塗布して表面を親水化させる方法がある
。（例えば、特許文献２）　
【特許文献１】特開平９－２３５４９１
【特許文献２】特開２００２－３３８９４３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、かかる現状に鑑みてなされたものであり、防藻、防カビ性能を発揮でき、しか
も防汚機能も備えた建築板を提供することを目的とする。更に、本発明は、かかる建築板
の安定的な製造方法を提供することを目的とする。　　
【課題を解決するための手段】
【０００６】
目的を達成するために、本請求項１に記載の発明は、抗菌性複合体を含み、コロイダルシ
リカを主成分とし樹脂を主成分とする塗料等は使用していない塗膜が形成されており、さ
らに、該抗菌性複合体は、藻、カビの発生を抑制する機能を有し、該建築板は、木質セメ
ント板であることを特徴とする建築板である。また、水とアルコールとからなる混合溶媒
に界面活性剤を添加し、コロイダルシリカを分散させ樹脂を主成分とする塗料等は使用し
ていない第１の処理液を調製する第１の工程と、該第１の工程によって得られた第１の処
理液に、抗菌性複合体を添加して第２の処理液を調製する第２の工程と、該第２の工程に
よって得られた第２の処理液を予め塗装が施された建築板表面に塗布する第３の工程と、
該第３の工程によって得られた建築板を乾燥して表面塗膜を形成する第４の工程とからな
る、ことを特徴とする建築板の製造方法である。
【発明の効果】
【０００７】
〔作用〕　本発明にかかる製造法で使用する第２の処理液は、コロイダルシリカ水性分散
液中に抗菌性複合体を添加したものであり、樹脂を主成分とする塗料等は使用していない
から、抗菌性複合体は樹脂によって阻害されることなくコロイダルシリカ表面の微小凹凸
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に定着し、該コロイダルシリカは基材表面の塗膜に水素結合を介して固定される。　
【０００８】
〔効果〕　　その結果、建築板の塗膜表面にコロイダルシリカを媒体として抗菌性複合体
が高濃度で存在するようになるので、抗菌性複合体の抑制効果が効率良く発揮され、少量
の抗菌性複合体の使用でも大きな抑制効果を有する機能性建築板が得られる。また該抗菌
性複合体はコロイダルシリカを媒体として塗装表面に強固に固定されるから、耐久性のあ
る抗菌性複合体の抑制効果が得られる。また、防汚処理剤としては、シリカ微粒子が定着
被覆された表面には、超親水性が付与され、水が接触すると該シリカ微粒子が水を吸収し
、表面に付着している汚れが浮上って水と共に流れ落ちるセルフクリーニング機能が発揮
される。更に、非常に超微細な微粒子のため、表面は透明のまま意匠性を阻害しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
本発明を以下に詳細に説明する。〔基材〕　本発明にかかる建築板の基材は、木片、木質
パルプ、木質繊維やパルプ等の木質補強材を添加したセメント板（木質セメント板）、セ
メント押出成形板、パルプセメント板、石膏板、ケイ酸カルシウム板、炭酸マグネシウム
板、セメント板等である。　
【００１０】
〔塗装〕　上記基材表面には塗装が施されるが、具体的には、下塗り塗装、中塗り塗装、
上塗り塗装、クリアー塗装の多重塗装が行われる。上記下塗り塗装、中塗り塗装、上塗り
塗装、クリアー塗装共にアクリル樹脂水性エマルジョン塗料、シリコン－アクリル樹脂水
性エマルジョン塗料等の水性エマルジョン塗料を使用することが望ましいが、例えばアク
リル樹脂クリアー溶剤型塗料等の溶剤型塗料を使用してもよく、また水性エマルジョン塗
料と溶剤型塗料とを併用してもよい。
【００１１】
〔抗菌性複合体〕
抗菌性複合体の成分としては、有機系抗菌剤を２種類以上と、無機質系抗菌剤を１種以上
を配合したものを使用する。有機系抗菌剤としては、ニトリル系抗菌剤、ピリジン抗菌剤
、ハロアルキルチオ系抗菌剤、有機ヨード系抗菌剤、チアゾール系抗菌剤、ベンツイミダ
ゾール系抗菌剤、イミダゾール系抗菌剤等がある。無機質系抗菌剤としては、　結晶性ア
ルミノケイ酸銀及びナトリウム（銀置換ゼオライト）、銀／亜鉛ゼオライト、銀／ゼオラ
イト、リン酸ジルコニウム、酸化銀リン酸ジルコニウム、酸化銀、銀担持リン酸ジルコニ
ウム、酸化亜鉛、リン酸チタン、酸化亜鉛及び酸化チタンのゲル混合物、リン酸チタン銀
担持ゲルと酸化亜鉛の混合物、銀担持二酸化珪素、酸化銀、トリリン酸アンモニウム及び
リン酸ナトリウムの混合物、塩化銀、銀、銅、銅化合物テトラアミン銅イオン燐酸系の硝
子金属酸化物を含む親水性アミノシリコンポリマーがある。
好ましくは、イミダゾール系の有機系抗菌剤から選ばれた２種と、無機系抗菌剤とからな
る抗菌性組成物で、有機系抗菌剤として２ － （ ４ － チアゾリル） －
１ Ｈ － ベンゾイミダゾールと、２ － ベンゾイミダゾールカルバミン酸メチルを使用
でき、無機系抗菌剤として銀担持リン酸ジルコニウムおよび酸化亜鉛を使用する。また、
貝殻を８００℃以上で加熱した酸化カルシウムや茶粉末、茶殻粉末を使用しても良い。
【００１２】
中でも、イミダゾール系の有機系抗菌剤として、例えばベンゾイミダゾールカルバミン酸
化合物、イオウ原子含有ベンゾイミダゾール化合物、ベンゾイミダゾールの環式化合物誘
導体などが使用できる。
　ベンゾイミダゾールカルバミン酸化合物としては、１ Ｈ － ２ － ベンゾイミダゾー
ルカルバミン酸メチル、１ － ブチルカルバモイル－ ２ －
ベンゾイミダゾールカルバミン酸メチル、６ － ベンゾイル－ １ Ｈ － ２ － ベンゾイ
ミダゾールカルバミン酸メチル、６ － （ ２ － チオフェンカルボニル）
－ １ Ｈ － ２ － ベンゾイミダゾールカルバミン酸メチルなどが使用でき、　イオウ原
子含有ベンゾイミダゾール化合物としては、１ Ｈ － ２ － チオシアノメチルチオベン
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ゾイミダゾール、１
－ ジメチルアミノスルフォニル－ ２ － シアノ－ ４ － ブロモ－ ６ －トリフロロメ
チルベンゾイミダゾールなどが使用できる。　ベンゾイミダゾールの環式化合物誘導体と
しては、２
－ （ ４ － チアゾリル） － １ Ｈ － ベンゾイミダゾール、２ － （ ２ － クロロフ
ェニル） － １ Ｈ － ベンゾイミダゾール、２ － （ １
－ （ ３ ， ５ － ジメチルピラゾリル）
） － １ Ｈ － ベンゾイミダゾール、２ － （ ２ － フリル）－ １ Ｈ － ベンゾイミ
ダゾールなどが使用できる。
【００１３】
　そして、イミダゾール系の有機抗菌剤としては、イミダゾール系の有機系抗菌剤のみか
ら選ばれた少なくとも２
種のものを併用する。同一のイミダゾール系でも、異なる２種を併用することにより、微
生物に対して抗菌作用の相乗効果が得られ、特に、ベンゾイミダゾール環にチアゾリル基
を有するものと、ベンゾイミダゾール環にカーバメート基を有するものとを使用すること
が、顕著な相乗効果が得られることから好ましい。
　チアゾリル基としては、例えば２ － チアゾリル、４ － チアゾリル、５ － チアゾリ
ルなどが使用できる。また、カーバメート基としては、このカーバメート基における炭化
水素基が、例えば、メチル、エチル、ｎ
－ ２ プロピル、ｉ ｓ ｏ － プロピル、などのアルキル基が好ましく、特にメチル基あ
るいはエチル基を有するものが特に好ましい。　具体的には、チアゾリル基を有するもの
として、２
－ （ ４ － チアゾリル） － １ Ｈ － ベンゾイミダゾール（ チアベンダゾール： T h
 i a b e n d a
z o l e (Ｔ Ｂ Ｚ )） などが使用できる。また、カーバメート基を有するものとして、
メチル－ ２ － ベンゾイミダゾールカルバミン酸メチル（ カルベンダジム：
C a r b e n d a z i m (Ｂ Ｃ Ｍ )） 、エチル－ ２ － ベンゾイミダゾールカルバミ
ン酸メチルなどが使用できる。特に、２ － （ ４
－ チアゾリル） － １ Ｈ － ベンゾイミダゾールと、２ － ベンゾイミダゾールカルバ
ミン酸メチルとは、熱的安定性が比較的に高く、特に樹脂成形体として利用することが容
易であり、また例えばグレープフルーツやオレンジ、バナナなどの防かび剤（
食品添加物） としても既に利用され、人体への影響が比較的に小さい材料として確認さ
れたものであることから、特に好ましい。
【００１４】
一方、無機系抗菌剤としては、特に、金属として銀または銅を担持したリン酸ジルコニウ
ムが好ましく、より好ましくは抗菌性の高い銀系抗菌剤である銀を担持したリン酸ジルコ
ニウムを使用する。なお、銀系抗菌剤としては、担持した形態に限らず、金属単体の銀な
ども対象とすることができる。銀や銅といった金属を担持したリン酸ジルコニウムやゼオ
ライトは、人体への安全性に優れ、抗菌速度も速く抗菌性能に優れているとともに、リン
酸ジルコニウムやゼオライトに貴金属である銀を担持させることによるコストの低減など
が得られるために好ましい。
　特に、銀担持リン酸ジルコニウムやゼオライトを利用する場合、酸化亜鉛を併用するこ
とがより好ましい。銀担持リン酸ジルコニウムと酸化亜鉛との併用により、銀担持リン酸
ジルコニウム自体および酸化亜鉛自体の抗菌作用とともに、同一の無機系である無機系抗
菌剤でも併用による抗菌作用の相乗効果が得られ、より顕著な抗菌性が得られることから
好ましい。さらに、酸化亜鉛との併用により、銀担持リン酸ジルコニウムやゼオライトの
含有量を低減でき、貴金属である銀の使用量の低減によりコストの低減も容易に得られる
ので好ましい。また、銀の酸化による変色を防ぐこともできる。
【００１５】
貝殻としては、ほたて貝、あさり、はまぐり、牡蠣、さざえ、あわび及びムール貝等の貝
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殻が挙げられる。このうち、工業的に処理されている割合が高いほたて貝及び牡蠣の貝殻
が、入手しやすい点から好適であり、さらに、不純物の含有量が少なく、かつ大量の廃棄
物を有効利用する観点から、ほたて貝の貝殻が好適である。貝殻を焼成して得られる酸化
カルシウムには、亜鉛、鉄、マグネシウム等の微量金属が含まれているので、抗菌性付与
の点で好適である。　貝殻の焼成は、貝殻を水で洗浄した後、８
０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ で、３ ～ ６ 時間行う。焼成後、焼成物から細かい砂等を除
去し、水を加えて酸化カルシウムを水和させる。水和後、５ ～ ４ ０ ℃
程度に冷却して沈殿物を得、この沈殿物を遠心分離機又はろ過機により分離し、得られた
分離物を乾燥させ、分級することにより、所定の平均粒径を有する酸化カルシウム水和物
が得られる。上記焼成は、得られる酸化カルシウムの消臭・抗菌性能を向上させる点から
、高温で行うことが重要であり、焼成温度が８
０ ０ ℃ 未満であると、焼成が十分に行われないため消臭・抗菌性能が低下するおそれ
がある。１ ３ ０ ０ ℃ を超える温度で焼成しても、消臭・抗菌性能がより向上するも
のでもなく、エネルギーが無駄に消費されるだけである。焼成条件は、好ましくは９
０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ℃ で３ ～ ５ 時間である。焼成物は、砂等を取り除いた後に粒
径１ ０ ０ μ ｍ 以下に粉砕することが好ましい。粉砕には、ボールミル及びジェット
ミル等を用いることができる。また、上記水和の際に加える水の量は、焼成物１
ｋ ｇ に対して０ ． ２ ～ １ リットルの割合とすることが好ましい。
【００１６】
　　茶粉末又は茶殻粉末は、茶又は茶殻を乾燥させた後、ボウルミルやジェットミルで粉
砕することにより得ることができる。これらの粉末は、平均粒径が１
～ ４ ０ μ ｍ であることが好ましく、分散性及び消臭・抗菌性能向上の点から、５ ～
 ３ ５ μ ｍ が好ましい。茶粉末又は茶殻粉末の平均粒径の調整は、上記酸化カルシウ
ム水和物粉末における平均粒径の調整と同様に行うことができる。
【００１７】
〔コロイダルシリカ分散液〕　本発明の処理液に使用するコロイダルシリカとは粒径５～
１０ｎｍの一次微粒子が１０個程度会合して二次微粒子を形成したものであり、表面に微
小凹凸が形成されており、酸化ケイ素の他酸化アルミニウム等他の成分を若干含有しても
よい。また、コロイダルシリカはＯＨラジカルの親水性を示し、この二次微粒子の隙間に
抗菌性複合体が吸着し定着すると考えられる。その他バインダーとしてケイ素化合物やケ
イ酸ナトリウム、ケイ酸カリウム、ケイ酸リチウムなどのケイ酸塩を若干含有してもよい
。
 
【００１８】
〔アルコール〕　上記コロイダルシリカの分散媒体としては、水にアルコールを添加する
ことが望ましい。使用するアルコールとしては、メタノール、エタノール、イソプロパノ
ール等の水溶性のものが望ましい。該アルコールは、処理液の表面張力を低下せしめ、更
に下側の塗膜との親和性を高めて該処理液の濡れ性を向上させる。　
【００１９】
〔界面活性剤〕　コロイダルシリカの分散液としては、分散剤として界面活性剤を添加す
ることが望ましい。上記界面活性剤としては、通常のアニオン性、ノニオン性、カチオン
性の界面活性剤のいずれも用いられ、例えばアニオン性界面活性剤としては高級アルコー
ルサルフェート（Ｎａ塩またはアミン塩）、アルキルアリルスルフォン酸塩（Ｎａ塩また
はアミン塩）、アルキルナフタレンスルフォン酸塩（Ｎａ塩またはアミン塩）、アルキル
ナフタレンスルフォン酸塩縮合物、アルキルフォスフェート、ジアルキルスルフォサクシ
ネート、ロジン石鹸、脂肪酸塩Ｎａ塩またはアミン塩）等があり、ノニオン性界面活性剤
としてはポリオキシエチレンアルキルフェノールエーテル、ポリオキシエチレンアルキル
エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシエチレンアルキロールアミン、ポリオキシエチレンアルキルアマイド、ソルビ
タンアルキルエステル、ポリオキシエチレンソルビタンアルキルエステル等があり、カチ
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オン性界面活性剤としてはオクタデシルアミンアセテート、イミダゾリン誘導体アセテー
ト、ポリアルキレンポリアミン誘導体またはその塩、オクタデシルトリメチルアンモニウ
ムクロライド、トリメチルアミノエチルアルキルアミドハロゲニド、アルキルピリジニウ
ム硫酸塩、アルキルトリメチルアンモニウムハロゲニド等が使用できる。また界面活性剤
は二種以上混合使用されてもよい。　該界面活性剤はアルコールと共に本発明の処理液の
表面張力を低下せしめ、更にコロイダルシリカを処理液中に良好に分散せしめ、そして下
の塗膜との親和性も高める。　
【００２０】
本発明の製造方法における第２の処理液において、通常該コロイダルシリカは０．１～６
．０質量％、アルコールは２～１０質量％、界面活性剤は０．０１～０．５質量％配合さ
れ、残余は水とする。上記アルコールが２質量％よりも少なく含有されている場合には該
抗菌性複合体の濡れ性が悪くなり、また１０質量％を越えて含有されている場合には、溶
媒の揮発性が大きくなり、塗装作業に悪影響がもたらされる。また上記界面活性剤が０．
０１質量％よりも少なく添加されている場合には界面活性剤による表面張力の低下効果や
コロイダルシリカの分散効果が顕著でなくなり、また０．５質量％を越えて添加されてい
る場合には形成される抗菌性複合体の強度、耐水性、耐久性等に悪影響がもたらされる。
　
【００２１】
〔処理液の塗布方法〕　上記基材表面に下塗り層、中塗り層、上塗り層、クリアー層を形
成するための塗装を施した後、最終乾燥工程では塗膜は通常１００～１５０℃の温度で加
熱乾燥される。最終のクリアー層の塗膜の加熱乾燥後は常温下に基材を放置し冷却する。
処理液の塗布は該塗膜の温度が望ましくは８０℃以下、更に望ましくは７０℃以下に下が
った状態で行なう。上記温度以下においては、処理液の熱変性のおそれがない。通常上記
処理液の塗布はスプレー塗布が適用されるが、その他フローコーター塗布、ロールコータ
ー塗布等周知の方法が適用される。　
【００２２】
塗布量は特に限定されないが、通常処理液塗布後乾燥して得られる処理液層の厚みが３０
～８０ｎｍ程度になるような塗布量とする。　
【００２３】
上記処理液において、上記したようにコロイダルシリカは一次微粒子が複数個会合凝集し
た二次微粒子となっており、したがって粒子表面に微小凹凸が形成されているから、該抗
菌性複合体はコロイダルシリカ表面の微小凹凸に捕捉され吸着される。そして該抗菌性複
合体を吸収したコロイダルシリカは、水素結合によって基材の塗膜（クリヤ塗膜）表面に
定着されると考えられる。　
【００２４】
以下に本発明を具体的な実施例を説明する。　始めに、第１及び第２の処理液を構成する
２つの溶液Ａ．Ｂを調製する。Ａ：コロイダルシリカ水性分散液。コロイダルシリカ（二
次粒子径５０～１００ｎｍ）４質量％、エタノール４質量％、界面活性剤（ポリオキシエ
チレンアルキルフェノールエーテル）０．２５質量％、残余　水　９１．７５質量％Ｂ：
溶液Ａに抗菌性複合体としての、コーキンマスター（出光テクノファイン社製　　有効成
分量２０質量％）を分散させた溶液。　
【００２５】
（実施例１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルプ混入スラグセメン
トパーライト板である無塗装基材のモエンサイディング１２ｍｍのシャトーウォール調（
ニチハ製）にアクリル樹脂水性エマルジョン塗料によって下塗り塗装、中塗り塗装、上塗
り塗装、およびアクリル樹脂溶液型塗料によってクリアー塗装を施し、１００℃～１１０
℃の加熱炉で２０分間加熱乾燥した。　　上記加熱乾燥後該塗装基材を加熱炉から取出し
室温に放置して冷却した。クリヤー塗膜表面温度が６５℃にまで下がった時、上記溶液Ｂ
をスプレー塗装し、その後常温に放置してクリヤー塗膜の余熱によって該処理液塗膜を乾
燥させ、厚み５０ｎｍのコーキンマスターを含む被覆層を形成した。ここでは、コロイダ
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ルシリカ水性分散液とコーキンマスター分散液を１００：０．４（分散液）の割合で混合
したものを４０ｇ／ｍ２でもって塗布した。　
【００２６】
（実施例２）上記のコロイダルシリカ水性分散液とコーキンマスター分散液を１００：０
．２（分散液）の割合で混合したものを使用した。それ以外は実施例１と同様とした。　
【００２７】
（実施例３）上記のコロイダルシリカ水性分散液とコーキンマスター分散液を１００：０
．１（分散液）の割合で混合したものを使用した。それ以外は実施例１と同様とした。
【００２８】
（比較例１）該塗装基材に上記処理液を塗布しないもの、即ち、通常の塗装したモエンサ
イディング１２ｍｍのシャトーウォール調の塗装建築板を比較例１とした。
【００２９】
（比較例２）該塗装基材表面に純水とコーキンマスター分散液を１００：０．４（分散液
）の割合で混合して４０ｇ／ｍ２を塗布したものを比較例２とした。　
【００３０】
上記実施例１．２．３．と上記比較例１．２について、出光方式の藻抵抗性、カビ抵抗性
試験法に従って試験を実施した。得られた結果を表１と表２に示す。　
【００３１】
（試験方法）
　抗菌性能試験としては、上記実施例１，２，３および上記比較例１ ， ２ で得られた
塗装建築板の表面に塗布し、藻抵抗は、下記の試験方法に従って実施した。
（１）試験菌：藻は、微生物に発生するため、実用的方法としてカビ抵抗性試験に使用す
る微生物（７７菌）と２７種の藻を試験菌（藻）として用いた。
（２）培地・試験液の調整
ポテト・デキストロース（ＰＤ）寒天培地
市販乾燥培地（顆粒Ｄｉｆｃｏ　Ｌａｂｏｒｔｏｒｉｅｓ）３９ｇを蒸留し１２１℃１５
分間高圧蒸気減菌後、シャーレに分注して使用した。
（３）培養法と培養条件
藻は微生物に発生、育成することから７７菌の試験菌をまきかけた後、２７藻の懸濁液を
まきかけ培養した。
温度　２８～３０℃　湿度　８５％Ｒ・Ｈ以上　培養期間　２８日間　培養期間中は、一
日の内、８時間は１８００Ｌｕｘの陽光蛍光灯を照射し残り１６時間は消灯して培養した
。
カビ抵抗性は、下記の試験方法に従って実施した。
（１）試験菌：カビ菌の７７菌は、一般住宅に存在するとされる菌と生活環境中の上位検
出菌にて構成した。
（２）無機塩寒天培地：寒天１５ｇ純水１０００ｍｌとその他塩類を１２１℃１２０分加
熱蒸気減菌処理後使用した。
（３）試験菌数は、混合胞子液を培地から寒天を除いた水溶液に胞子を加え、１×１０6
±２×１０5個／ｍｌに調整して等量混和させた。
（４）培養条件は、温度２８～３０℃、湿度８５％Ｒ・Ｈ以上で２８日間培養した。
評価判定基準は、０：まったく菌が育成しない、１：１０％以下の育成、２：
１０～３０％以下の育成、３：３０～６０％以下の育成、４：６０％以上の完全育成とし
た。
【００３２】
（カーボン汚し試験）　カーボン粒子を３～５％程度配合したケイ砂を茶さじで塗装建築
板の表面塗膜に塗布する。その後に霧吹きにより水を吹きかけ、ケイ砂を洗い流すように
する。するとカーボンの付着の程度により防汚性（親水性）が確認できる。目視で、カー
ボンが洗い流されたものを○とし、一部カーボンが付着しているものを×とした。　
【００３３】
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【表１】

【００３４】
【表２】

【００３５】
表１、２より、コロイダルシリカ水性分散液に、コーキンマスター液が比較例２よりも抗
菌性複合体が少なく混合した被覆層の実施例２．３は、２８日間経過しても、藻やカビの
発生はなく、カーボン汚し試験でもカーボンは流れ落ち良好な藻抵抗とカビ抵抗を示した
が、なにも塗布していない比較例１は、藻やカビの発生がありカーボン汚し試験でも汚れ
の付着があった。また、コーキンマスター液だけ塗布した比較例２は、２８日間経過後、
藻やカビの発生が見られなかったが、カーボン汚し試験で汚れの付着があった。実施例に
基づき相乗効果で、防汚性を保ちながら、防藻、防カビに抗菌性複合体が少ない量でも効
果があることが実証確認できた。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
本発明によれば、建築板に耐久性のあるかつ効率の良い抗菌性複合体の効果を与えること
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